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種　別 Nα 文　　様 病　草　子 信貴山縁起 粉河寺縁起 伴大納言絵詞 計
1 椋　椙　文 1 1
2 楓　　　　文 1 1 4 8 14
3 梶ノ葉文 1 1 2 4
4 桜　花　文 1 1
5 小　花　文 4 1 1 6
6 寓　生　文 3 4 6 13
7 葉　　　　文 1 8 7 16
8 海　松　文 2 1 3 6
9 花　　　　文 1 2 3 6
植　　物　　文
10 花　葉　文 1 3 4
11 二重格子に楓文 2 2
12 二重格子に花文 2 1 3
13 瓜　生　文 2 2
14 枝　葉　文 1 1 2
15 竹　　　　文 1 1
16 柏　　　　文 1 1
17 菖　蒲　文 1 1
18 松皮菱文 露 6 6
計 4 12 29 44 89
1 小　星　文 1 2 2 4 9
2 幸　菱　文 1 1 2
3 三ッ星文 1 1
4 四　ッ星文 1 1
5 一ッ巴文 1 1
6 ニッ　巴文 1 1
7 三ッ　巴文 1 1 2
8 反　菱　文 1 1
9 円　　　　文 9 3 12
抽　　象　　文
10 点　線　文 3 3
11 井　桁　文 1 1 2
12 輪　貫　文 2 4 6
13 彩　　　文 1 1
14 菱　裡　文 1 1
15 七ッ星文 2 2
16 渦　　　　文 1 1
17 二重格子に角文 1 1
18 剣　　巴　文 1 1
19 宝　輪　文 1 1
計 2 8 19 20 49
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現象文 流　水　文 1 1
器具文 矢　羽　文 1 1 2
1 斑濃目結文 1 2 3
2 纐　纈　文 1 1
3 斑　濃　文 1 1
纈　　文
4 滋目結文 1 1
5 四ッ目結文 2 2
6 裾濃目結文 1 1
計 1 1 1 6 9
4．ま　　と　　め
　前掲の一覧表により四絵巻に現われる庶民の文様の種類、数及びその内容、又絵巻を資料文献
としたことによる問題点についてものべまとめとしたい。
1、絵巻物を資料とする場合の問題点
　　絵巻物を資料とし、その時代の事柄について考察する時、一つの大きな問題につきあたる。
　絵巻物は先ず物語が書かれて数世紀を経て絵画化されるものが多い、又絵画化に着手してから
も完成迄長年月を費やす場合もある。
　このようなとき画家はどの時代を基準として風俗や文様を描きいれるのだろうか、又画家であ
れば当然と思われる芸術性の追求、物語性の過大表現、或は画家自身の嗜好から事実を曲げて表
現する場合もあると思われる、しかしこのことを考え過ぎると考察は一歩も進まない、絵巻物を
資料とし他に参考品がない以上、これを全面的に受けいれる態度も必要かと思われる。
2、文　様　の　数
　各絵巻において庶民の衣服に現われる文様は「病草子」では4点と少い、これは物語の性質上
登場人物の衣服も白や灰色に制限していることによるが、「信貴山縁起」には20点、「粉河寺縁
起」では50点、「伴大納言絵詞」は72点と始めに考えた数より非常に多い、これは当時の庶民が
生活の中で文様との深い関係を示しているものと考える。
　又「信貴山縁起」より「粉河寺縁起」更に「伴大納言絵詞」と文様の数が多くなるのは3つの
物語の土地柄によるものと思われる、その中最も辺境の地が信貴山、次に粉河寺で伴大納言絵詞
は都の中心の御所を舞台としていることによると思われる、従って数の上においても庶民の衣服
の文様の使用率はかなり高く「平安時代一般庶民の衣服は大部分無地物」の定説は覆えされるも
のと思われる。
3、文様の種類
　病草子においては小星、幸菱以外は植物文、信貴山、粉河寺、伴大と進むにつれ植物文の種類
を増し、抽象文も加わり形態も複雑美化されている、それに数は少ないが現象文・器具文が加わ
る、更に纈文が加わって内容も豊富になっている、従って色彩においては地味から派手、衣服の
種類や文様においては単純素朴から複雑多種へと変化し、地域によるちがいをよく表わしている。
4、多く現れる文様5種
①葉文＝「粉河寺縁起」と「伴大納言絵詞」に多く現われる、木の葉や草花は庶民が日頃生活
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の中で親しみ好んだ材料で当然だと思われる。この時代の葉文は楓文のように正確に描写したも
の・梶ノ葉文や柏文のように運筆的に巧みに描いたものも見られるが、大部分は葉の名称種類等
は関係ない、いわゆるハッパの散し模様である。
②楓文＝「万葉集」や「枕草子」などにも繰返し登上する、奈良時代から平安時代にかけ貴族
の生活に多くとりいれられている。庶民の衣服に多く用いられたのもその影響であろう。日本人
の感覚として当然と思える、又楓文は数多く描かれる文様のうち最も正確に又写実的に表現され、
いずれも実物の2～3倍と大きく描かれている。
③寓生文＝寓生文の特色は中心から放射状に細分化する線のリズムや、円形としてのまとまり、
或は染色技法等も含め好まれたと思われる。
④円文＝円文は万葉や古事記にも現われる、又円文は歴史的にも宗教的にも意義をもつ文様で
ある・しかし庶民はこれらのことは係わりなく、簡単な技法により染色しやすいことや、どんな
衣服にも調和する等の単純なことから好まれたと思われる。
⑤　小星文＝庫系1～2cmぐらいの小さい円文、ほとんどが連続文様として描かれる。現代でい
えば小さい水玉模様。絵巻物の絵画的構成上重要な役目をもつ場合が多いようで、庶民のしゃれ
た模様という意匠的効果と円文同様、染色技法が容易ということもあり多く用いられたと思われ
る。
5．文様と染色技法
　古代における染色技法は一般的に彩絵、摺絵及び三纈といわれているがこれについての詳しい
論考はない。従って絵巻物に描かれた衣服の文様から推察する技法について述べる。
①描染　正倉院御物に「彩絵半腎」「麻布菩薩」更に薬師寺宝物「吉祥天像」等をみると細密に
或は大胆な運筆により墨や顔彩を画材とした優れた作品を多く見ることができる。又描染めは材
料や手法も簡単、広い作業所も不要で、自給自足的生活が残る時代には適した技法であったと思
われる。
②地染　絵巻物にみる文様の多くは、うす黄、うす繋等に地染めされた後、文様が染められてい
る。先染めでも後染めでも、或は染材の関係からも、うす黄やうす茶に染めることは最も容易だっ
たと思われる。又絵巻物にはうす藍地に濃い藍で文様が描かれたものも多い、又濃い藍で地染め
した水干や直垂もみられる。このことはこの時代庶民の間に藍染がかなり普及していたことを示
している。
③纐纈　四絵巻の中には、数は少ないが絞り染めの技法が見られる。それはニッ目結、三ッ目結
等簡単なものから滋目結のように総鹿ノ子を連想するもの、斑濃目結染のように辻ケ花を想わせ
るものまで技法の範囲は広い、絞りは庶民の染色として奈良朝以前から行われていたとはいえ驚
くべき技術である。
④纐纈　正倉院の染色作品中に「黄地楚文纐纈絶」がある。これに信貴山画「纐纈文」の下女の
腰布がよくにている。纐纈という簡単で誰もができ、又染めの美しさを発揮する手法がこの時代
庶民の間に広く活用されていた可能性は高いように思う。
⑤摺染　絵巻物に前述のように多くの文様が描かれているのをみても、ある程度の量産型染色法
が存在したということは充分考えられる。平安時代京都で型を用いた鎧の踏込型という技法があ
る、同じ京都で染めを行う人が何百という小星を一つ一つ筆で描いていたとはどうしても考えら
れない、大きな円文等も或程度紙型のようなものを使えば早くきれいに仕上がる、いわゆる摺染
（摺込み染め）のようなものが存在していたことは充分に考えられる。
　以上四絵巻により庶民の文様やその技法を考察してきたが、庶民の生活は考えていた程単純な
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ものではなく、生活の中に多くの文様や技法をとりいれ、これを楽しんでいた、それは貴族から
の影響もあり庶民自身が工夫し作りあげたものもあったと思われる。
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